
Ⅰ 年間7回のフルコース（２名コース38万円、1名コース25万円）

当センターの年間7回の研究会に１名、ないし２名参加のコースです。ＪＡにかかわる諸問題を幅広く
学ぶことができます。出席者の交替も自由なので、とりまとめ部署で、関係役職員の受講を計画的に実
施することができます。

○農協問題総合研究会（７月開催） ○特別研究会（11月開催）
○地域農業振興に関する研究会（８月開催） ○ＪＡの営農事業改革に関する研究会（１月開催） 
○農産物流通研究会（９月開催） ○ＪＡ金融問題研究会（２月開催）
○ＪＡ共済総合研究会（10月開催）

農業開発研修センター研究会年間予約
新コースのご案内

（一社）農業開発研修センターが令和６年度より実施した研究会年間予約コースに、令和７年度より新たに２つの
コースを設定しました。各コースの特徴は、年間７回すべてのコースと、信用事業・共済事業を取り上げた金融・共済
事業に特化したコース、そして営農事業に特化したコースとなっています。各部門の常勤役員、部課長が、連合会の
事業研修にとどまらない幅広い視点から各事業を学ぶ機会として有益なものと考えていますので、是非ともご活用く
ださい

Ⅲ 営農経済コース（1名コース14.3万円）

ＪＡの当面する課題について包括的に学ぶ農協問題総合研究会と、地域農業振興、農産物流通、営農
事業改革の４回のコースです。営農経済担当常勤役員、営農関係部課長、幹部候補職員などの受講を想
定しています。

○農協問題総合研究会（７月開催）
○地域農業振興に関する研究会（８月開催）
○農産物流通研究会（９月開催）
○ＪＡの営農事業改革に関する研究会（１月開催）

Ⅱ 金融・共済コース（１名コース15.4万円）

ＪＡの当面する課題について包括的に学ぶ農協問題総合研究会と、金融、共済の各研究会、それに特
別研究会を加えた４回のコースです。金融担当常勤役員、金融関係部課長、幹部候補職員などの受講を
想定しています。

○農協問題総合研究会（７月開催）
○ＪＡ共済総合研究会（10月開催）
○特別研究会（11月開催）
○ＪＡ金融問題研究会（２月開催）

詳細は裏面に掲載しております連絡先までお問い合わせください。



『参考』

令和７年度農業開発研修センター研究会開催予定一覧
※ 日程等が変更になった場合は、随時ＨＰ等においてお知らせします。

地域農業振興に関する研究会(通算第49回)
【時 期 ・ 期 間】8/21(木)～22(金) ２日間 【開 催 地】京都(対面開催)
【推奨する参加者】トップ層（営農担当役員など）、営農経済担当幹部職員（ＪＡ、連合会、中央会）

地域農業振興計画立案・推進関係者の資質の向上を狙いとするとともに、地域農業振興・活性化の課題
と対応方向を解明するため、先進事例や専門研究者等からの報告とシンポジウムを実施する。

農産物流通研究会(通算第56回)
【時 期 ・ 期 間】9/11(木)～12(金) ２日間 【開 催 地】京都(対面開催)
【推奨する参加者】トップ層（営農担当役員など）、営農経済担当幹部職員（ＪＡ、連合会、中央会）

農産物流通に関わる関係者の資質向上と課題解決力の強化に資するため、先進産地や流通業界の専門家
等からの多彩な報告とシンポジウムを実施する。

農協問題総合研究会(通算第54回)
【時 期 ・ 期 間】7/23(水)～25(金) ３日間 【開 催 地】京都(対面開催)
【推奨する参加者】トップ層（組合長・理事長、専務など）、企画担当幹部職員（ＪＡ、連合会、中央会）

ＪＡ関係者の意識改革と資質の向上を狙いとするとともに、今後のＪＡ運動の展開方向と展開条件を総
合的に解明するため、先進ＪＡや専門研究者等からの報告とシンポジウムを実施する。

ＪＡ共済総合研究会(通算第32回)
【時 期 ・ 期 間】10/22(水)～24(金) ３日間 【開 催 地】京都(対面開催)
【推奨する参加者】トップ層（共済担当役員など）、共済担当幹部職員（ＪＡ、連合会、中央会）

ＪＡ運動とＪＡ経営の双方の視点からＪＡ共済の今日的課題を解明するとともに、今後の事業戦略確立
の方向性を探るため、先進ＪＡや専門研究者等からの報告とシンポジウムを実施する。

特別研究会
【時 期 ・ 期 間】11/20(木)～21(金) ２日間 【開 催 地】京都(対面開催)
【推奨する参加者】トップ層、幹部職員（ＪＡ、連合会、中央会）

当年度の時宜に適った企画テーマを設定し、そのテーマに特化した企画内容に力点を置き、実践報告や
専門研究者等からの報告とシンポジウムを実施する。

ＪＡの営農事業改革に関する研究会(通算第４回)
【時 期 ・ 期 間】1/22(木)～23(金) ２日間 【開 催 地】京都(対面開催)
【推奨する参加者】トップ層（信用担当役員など）、信用担当幹部職員（ＪＡ、連合会、中央会）

地域農業振興・活性化の課題（地域農業振興計画の策定・実践を含む）の解明とＪＡの営農経済事業の
改革方向を探るため、先進事例や専門研究者等からの報告とシンポジウムを実施する。

ＪＡ金融問題研究会(通算第44回)
【時 期 ・ 期 間】2/ 5(木)～6(金) ２日間 【開 催 地】京都(対面開催)
【推奨する参加者】トップ層（営農担当役員など）、営農経済担当幹部職員（ＪＡ、連合会、中央会）

ＪＡ金融関係者の資質の向上を狙いとするとともにＪＡ金融をめぐる構造的諸問題を解明するため、事
例報告や専門研究者等からの報告とシンポジウムを実施する。
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【連絡先】〒６０１－８５８５
京都市南区東九条西山王町１ 京都ＪＡビル内
一般社団法人農業開発研修センター
ＴＥＬ：075－748－0703 ＦＡＸ：075－748－0855
Mail ：info@agridtc.or.jp
ＵＲＬ：https://agridtc.or.jp/
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